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要旨 . 沖縄県北部本部半島の新里漁港におい
て, 2010年 7月から 2012年 1月の間, 灯火採集
を行い, 95分類群, 7244個体の仔稚魚を採集し
た. このうち, 最も採集量が多かったのはミズ
ンで, 次いでミナミキビナゴ, ヤクシマイワシ
属 , ギンイソイワシ属 , コボラ , ボラと続き , 
上位 10 種で全体の 96％を占めた. 本報告では, 
全出現魚種のリストを示すとともに, 主要種の
出現状況についても概説した. 

 
はじめに  

 
魚類の初期生活の成育場としての浅海域の重

要性は古くから指摘され, 出現魚種, 季節的変
動, 発育段階等に関する研究は数多く, 国内で
も汀線域, 河口域, 岩礁域, アマモ場等におけ
る利用形態に関する様々な知見が蓄積されて

いる  (例えば  Senta & Kinoshita 1985; 岡部 
1996; 座間  1999; 加納ら  2000; 日比野ら 
2002; Fujita et al. 2002). その一方で, 本邦屈指
の魚種多様性を誇る南西諸島においては情報

が少なく, 一部の魚種に絞られた知見は散見さ
れるものの (金城 1988a, b; Ishihara & Tachihara 
2011), 仔稚魚相を包括的に扱った研究は, 潜水
観察によって比較的大型の稚魚期以上を対象

に検討したもの  (Nakamura & Sano 2004; 
Nakamura & Tsuchiya 2008; 佐野ら 2008) を除
いて見受けられない. これは, 南西諸島の魚種
多様性の高さゆえに識別形質が重複する場合

が多く, 成魚よりも分類形質の乏しい仔稚魚の
同定が困難であり, これが仔稚魚に関する研究
の障害となっていることに起因する  (金城 
2001). しかしその一方, 仔稚魚相に関する情報
は, 資源管理や保全上重要な情報である初期生
活史を解明する上で必要不可欠である. また, 
沖縄県の自然海岸は埋め立てや護岸工事等の

人為的改変により急速に消失しており (沖縄県
環境保健部自然保護課 1991), 浅海域の環境も
急速に変化していると想定される. この現況を
鑑みると, 水産資源や魚種多様性の保全上, 浅

海域の仔稚魚群集に関する情報の蓄積は急務

とも言える. そこで, 本報告では沖縄島北部の
港で約 1年半にわたり継続的に実施した灯火採
集によって得られた仔稚魚リストを示すとと

ともに, 主要魚種の出現状況を報告する. ただ
し, 今般の結果には仔稚魚の分類の困難さゆえ
に未同定種が多く含まれる. また, 灯火採集は
魚種や発育段階による走光性の違いにより, そ
の場の仔稚魚相を正確に反映したものとは言

い難い. このように, 本報告は仔稚魚相の把握
には不十分な点があるものの, 南西諸島の浅海
域における数少ない事例として今後の研究に

活用されることを期待したい.  
	 

材料と方法  
 
採集は沖縄県本部半島の先端の備瀬崎の約 2 
km 東に位置する新里漁港内で実施した (26 º 
42’ 8” N, 127º 54’ 00” E). 当港は主に漁船の停
泊所として利用されており, 水際の大部分はコ
ンクリートの直壁となっている. 港周辺は沿岸
汀線から約 1 km 沖合の範囲で浅いサンゴ礁池
が帯状に広がっているものの, 港から外洋へは
航路のための水路が掘削されている. 採集時に
測定した水温は 16.2–30.4℃の範囲にあり, 12–3
月は 20℃前後と低く, 7–10月は 27℃以上と高い. 
一方で塩分は概ね 33 psuとほぼ一定で, 周辺に
流入河川が無く降雨による長期的な変動を受

けにくい立地を反映している (図 1). 
仔稚魚の採集には夜間に蛍光灯式の水中灯 

(Hapyson社製, YF-8952) を用いた. 2010年 7月
から2012年1月までの毎月1–3回 (計35回), こ
れを港の岸壁から約 50cm, 海面直下で点灯し, 
集まった仔稚魚を 1名の採集者が可能な限りタ
モ網 (直径 20cm, 目合 1mm) で掬い取った. 1
回の採集時間は原則 1 時間としたが, 採集量に
応じて 30–90 分の間で調整した. また, 採集日
時については月齢や潮汐は特に考慮しなかっ

た. 全ての採集物はその場で 10％海水ホルマリ
ンにて固定し, 翌日に選別後 70％エタノールに 
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図 1. 採集時における新里港の水温と塩分 (2010年 7月–2012年 1月). ●: 水温; ○: 塩分. 
Fig. 1. Seasonal changes in water temperature and salinity at each sampling in Shinzato Port from July 2010 to January 
2012. Solid and open dots indicate the water temperature and salinity, respectively. 

 
保存した. 得られた仔稚魚は可能な限り下位の
分類群まで同定した後計数し, 比較的大型 (約
30mm 以上) の魚類はノギスを, その他は顕微
鏡下 (Keyence 社製, VHX-1000) にて標準体長 
(以下, 体長とする) を測定した (採集数の多い
魚種については 1 回の採集あたり 50 尾を測定
対象とした). また, 出現量の集計にあたっては, 
採集時間が異なる場合があるため, 調査回毎に
30 分あたりの出現量を算出し, これを用いた. 
採集した仔稚魚の標準和名, 学名, 分類体系は
原則として中坊 (2013) に従ったが, ギンイソ
イワシ属については Sasaki & Kimura (2014) に
従った. 本研究にて用いた標本は, 全て一般財
団法人沖縄美ら島財団総合研究センターに保

管されている. 
 

結果と考察  
 
採集された仔稚魚の概略 . 本研究より, 14 目
53 科 95 分類群, 7244 個体の仔稚魚が採集され
た (附表 1). この内 48分類群については同定が
属以上のレベルに留まっており, その大半 (複
数個体が得られた 33 分類群) には複数種が含
まれる可能性があるため, 実際の出現種数はこ
れよりも大幅に多くなると想定される. また, 
未同定分類群にはテンジクダイ科, スズメダイ

科 , フエフキダイ科 , ベラ科 , ブダイ科など , 
浅海域の魚類群集の重要な構成種や水産上重

要な分類群も含まれ, 今後の種同定に関する分
類学的研究の発展が求められる. 個体数 (30 分
あたり個体数の合計) が最も多かったのはミズ
ンで , 全体の 43.9％を占め , ミナミキビナゴ 
(17.1％), 種不明のヤクシマイワシ属  (9.4％), 
種不明のギンイソイワシ属  (9.1％ ), コボラ 
(3.3％), サバヒー (1.8％), 種不明のシラスウオ
属  (1.4％ ), ボラ  (1.3％ ), 種不明のハゼ科 
(1.3％), ネズミギス (1.2％) と続いた. これら
上位 10位で全体の 90％, 上位 20位までで全体
の 96％を占めた. このように, ニシン目, トウ
ゴロウイワシ科, ボラ科, ハゼ科が多い傾向は, 
魚種が異なる場合があるものの本邦温帯域に

おける灯火採集の結果と一致しており (木村ら 
1984; 岡部 1996; 鐘 2003), これらは灯火に集
まりやすい分類群と解釈できる. 
主要魚種の出現状況 . 上位 20 分類群のう

ち, 種まで同定できた 7 種の出現量と体長の季
節変化を図 2 に示した. 以下に各種の出現状況
について概説する. 
ミズン Herklotsichthys quadrimaculatus  
(図 2a) 
合計 2838 個体が採集され , 体長範囲は

11.5–29.7 mmであった. 出現時期は 3–9月であ 
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図 2. 新里港で得られた主要魚種の季節変化 (2010 年 7 月–2012 年 1 月). 鉛直および水平のバーは
標準体長の範囲と平均をそれぞれ示す. a: ミズン; b: ミナミキビナゴ; c: インドアイノコイワシ; d: 
サバヒー; e: ネズミギス; f: コボラ; g: ボラ. 
Fig. 2. Seasonal changes in abundance of dominant species collected at Shinzato Port from July 2010 to 
January 2012. Horizontal and vertical bars indicate means and ranges of standard length, respectively. a: 
Herklotsichthys quadrimaculatus; b: Spratelloides delicatulus; c: Stolephorus indicus; d: Chanos chanos; e: 
Gonorynchus abbreviatus; f: Chelon macrolepis; g: Mugil cephalus cephalus. 
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り, 出現量は 2011年 5–7月上旬の間に比較的多
く, 以降急激に減少した. 平均体長は期間を通
して概ね 18–20 mm の間にあり, 2011年では 7
月上旬以前の平均体長がやや大きく, 体長範囲
も広い傾向が見受けられることから, 出現時期
の前•後半で浅海域の利用形態が異なる可能性
が示唆される. 調査地近隣の水深 20m前後の海
域では, カツオ一本釣りの活餌として初夏から
秋の間, 集魚灯を用いて体長 30–60 mm ほどの
個体が大量に漁獲されている (岡, 未発表). 今
回の調査では体長 30 mm を超える個体が得ら
れていないことを考えると, 少なくとも夜間に
はこのサイズに達した個体がやや沖合に移動

する可能性が高い. 
ミナミキビナゴ Spratelloides delicatulus  
(図 2b) 
合計 1311 個体が採集され , 体長範囲は

5.7–39.6 mmであった. 2月を除きほぼ周年確認
され, 平均体長10–15 mm前後の小型のものは5
月–翌年 1 月に出現していることから, 産卵期
はこの間約 9 ヶ月と考えられる. また, 2010 年
は 9–12 月 (盛期 10 月上旬), 2011 年は 9–10 月 
(盛期 9 月上旬) において出現量が比較的多く, 
産卵盛期は秋頃にあると推察される. さらにこ
の間の出現量の変動は, 両年とも単峯型とはな
らず, 9月下旬–10月上旬に著しく少なくなる点
で共通する. この要因は不明であるが, 産卵も
しくは初期生残の機構に何らかの変化が生じ

ている可能性がある. 2010 年の出現時には, 時
期を経るごとに平均体長が増加する傾向にあ

ったが, 2011 年では同傾向は不明瞭であった. 
いずれにしろ, 出現量が多い時期の平均体長は
約 10–15 mm にあったことから, 少なくともこ
の間は沿岸にごく近い水域で成育していると

いえる. 
インドアイノコイワシ Stolephorus indicus  
(図 2c) 
合計 39個体が採集され, 体長範囲は 9.5–30.9 

mm であった. 出現量のピークは 11 月下旬–12
月にあり, その変動はほぼ単峯型を成す (2010
年 9月には 1個体のみ確認). 体長 10 mm前後か
ら出現するが, 主体は約 19–23 mm にあった. 
出現サイズがやや大きいことから, 本種の産卵
期は出現時期よりもやや早い晩夏–秋ごろと推
察される. 
サバヒー Chanos chanos (図 2d) 

合計151個体採集され, 体長範囲は7.8–14.2 mm

であった. 2010年では調査開始時から出現し, 9
月上旬をピークとして 11 月まで確認された. 
2011年は 5月下旬–10月上旬まで出現し, 6月下
旬に最も多く採集された. 平均体長の季節変化
には一定の傾向は見受けられず , 大部分は
11–13 mmの範囲にあった. また, 体長範囲は他
の主要魚種と比べて最も小さく, 沿岸浅所に出
現する発育段階は限られているといえる. なお, 
体長範囲と出現時期は九州および四国の砂浜

海岸の砕波帯での調査結果と概ね一致する 
(Senta & Hirai 1981, Senta & Kinoshita 1985; 木
下 1993). 
ネズミギス Gonorynchus abbreviatus (図 2e) 
合計 72 個体が採集された. 平均体長は 40 

mm程度と大きく, その範囲も 31.1–72.2 mmと
広い. 出現時期は 11月–翌年 1月で, 2012年 12
月下旬の出現量が突出していた. 本種の仔稚魚
は表在性が強く, 秋を中心とした 6–12 月に沿
岸–沖合に普通に出現する (沖山 1988). また, 
砕波帯などのごく浅い水域で本種仔稚魚が確

認された例は見受けられない. 以上を踏まえ, 
今回の調査による出現時期が限定されており, 
体長範囲もかなり広範であることを考慮する

と, 浅海域を成育場として利用しているのでは
なく, 沖合から偶来的に来遊したと考えるのが
妥当と思われる. 
コボラ Chelon macrolepis (図 2f) 
合計 339 個体が採集され , 体長範囲は

9.2–35.2 mmであった. 6月を除いてほぼ周年確
認されたが, 7–11月は体長 25–30 mm程度の大
型のものに限られ, 出現量は少ない. その一方
で, 12月–翌年 5月の平均体長は 15mm前後と小
さく, この間の出現量は 3 月をピークとして比
較的多い. 出現サイズは土佐湾の砂浜海岸の砕
波帯の調査結果と概ね一致するが, 出現ピーク
が 5–7 月である点が異なり (木下 1993), 温帯
域とは産卵期が異なる可能性がある. 
ボラ Mugil cephalus cephalus (図 2g) 
合計 130 個体が採集され , 体長範囲は

8.1–28.1 mmであった. 出現時期は 11月から翌
年 3月および 6月で, このうち 12月から翌年 2
月の出現量が比較的多い (盛期 12 月). 平均体
長は概ね 20–25 mm の範囲にあり, 季節変動に
一定の傾向は認められない. 本邦温帯域の浅海
域では, ほぼ同サイズの個体が本調査よりやや
長い期間 (冬–春季) に多く出現しており (木
下 1993; 岡部 1996; Fujita et al. 2002; 鐘 2003), 
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沖縄周辺の産卵期は温帯域に比べて短い可能

性がある. 
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Abstract. A total of 7244 larval and juvenile fishes 
representing over 95 taxa were collected by 
monthly light-trap sampling at Shinzato Port, 
Motobu Peninsula, Okinawa Island, southern Japan, 
from July 2010 to January 2012. Herklotsichthys 
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quadrimaculatus was the most common, accounting 
for 43.9% of the total abundance. Spratelloides 
delicatulus (17.1%) was ranked second, followed 
by unidentified Atherinomorus, unidentified 
Hypoatherina, Chelon macrolepis, and Mugil 
cephalus cephalus. In total these 10 dominant taxa 
accounted for 90% of all fishes. In this report, we 
present a list of all collected fishes, and also discuss 

the seasonal occurrence of these dominant species. 
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